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は じ め に

平成１１年６月に「男女共同参画社会基本法」が施行されてから１０年を迎

えました。

女性も男性も、誰もが性別に関わりなく、互いにその人権を尊重し、責任を

分かち合い、その個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現は、

２１世紀を迎えた我が国の最重要課題の一つになっています。

本県では、平成１２年に「鳥取県男女共同参画推進条例」を制定し、翌１３

年に「鳥取県男女共同参画計画」、１９年には「第２次鳥取県男女共同参画計画」

を策定して、人が年齢や性別などに関わりなく、心豊かにいきいきと暮らせる

社会の実現を目指して様々な施策に取り組んでまいりました。

急速に進む少子高齢化や、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

の概念など、とりまく社会情勢が変化する中で、男女共同参画に関する県民の

皆様の意識や考えを把握し、第２次鳥取県男女共同参画計画の検証と今後の取

組に向けた検討に役立てるため、この調査を実施いたしました。

本書はその結果の概要をまとめたものですが、行政や関係機関はもとより、

県民の皆様に広く御活用いただければ幸いです。

最後に、調査の実施に当たりまして、御多忙の中にも関わらず、回答に御協

力いただきました県民の皆様に心からお礼を申し上げます。また、調査票の設

計から集計結果の分析、本書の作成に至るまで多大な御尽力をくださいました

鳥取県男女共同参画審議会の意識調査検討部会委員の方々をはじめ、諸準備の

段階では市町村関係部局の方々、結果をまとめる際には財団法人とっとり地域

連携・総合研究センターに御協力をいただきました。皆様に厚くお礼申し上げ

ます。

平成２２年３月

鳥取県企画部長 林 昭男
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